
　今年、世界を沸かせた東京オリンピック・パラリンピック。
　パラ自転車競技のNHK解説者として活躍された大西涼太郎氏（日
本パラサイクリング連盟広報）にご講演いただきます。パラサイクリ
ングの魅力！競技普及の先に目指す、共生社会の姿とは…？
　楽しい語り口調の中に込められた熱いメッセージをお聞きください。

日　　時：令和４年１月 22日（土）午後２時～４時
場　　所：各ご家庭　Zoom開催（オンライン）
　　　　　コミュニティながいずみ３階　ホール
対　　象：地域づくりやパラ競技に興味のある方だれでも
人　　数：50 人程度（先着順）
申込開始：12 月 11日（土）
申込方法：電話または FAX・Eメールで【氏名（ふりがな）・電話番号・

Zoomでの視聴の希望有無・メールアドレス（Zoom 視
聴希望者のみ）】を連絡し、お申し込みください。

　パートナーシップ制度について、知っていますか？パートナーシップ制度とは、戸籍上同性であるカップルを「結婚に相当する関
係」と認める制度のことです。静岡県は、令和４年度中に全県で導入する方針を発表しました。パートナーシップ制度といっても、法
律婚と同等の権利を得ることはできないという問題もあります。多様化する家族のカタチについて一緒に考えてみませんか？

　司会業やラジオのパーソナリティとし
て活躍中。2015年に出会ったパラサイク
リングの迫力に感動したものの、その認
知度の低さを知り、自身のラジオ番組や
SNS等を使って多くの情報を発信する。
現在、競技の普及活動を幅広く展開して
いる。今年の１月には（一社）日本パラサ
イクリング連盟広報に就任された。

　町内の小・中学校では、健康で事故のない楽しい冬休みが過ごせるように、共通のきまりを作りました。
保護者はもとより、地域ぐるみで「目配り・気配り」を合い言葉に、温かいご指導をお願いします。

青少年問題協議会　小中学校生徒指導連絡協議会

【冬休み期間：令和３年12月25日（土）～ 令和４年１月５日（水）】

小・中学生の冬休みの生活令和
３年度

地域づくり講演会　参加者募集

講師／大西 涼太郎 氏
（一社）日本パラサイク

リング連盟広報

いろいろな家族の

男女共同参画推進事業　男と女のチャレンジらいふ講座
ひと ひと

日　時：令和４年１月12日(水)　午後６時30分～８時　
会　場：コミュニティながいずみ　学習室（定員30人）
テーマ：「性の多様性（ジェンダー、セクシュアリティなど）を考える」
講　師：静岡大学情報学部長　笹原　恵　教授

第１・３回講師
静岡大学情報学部長  笹原 恵 教授

第２回講師
林 優樹さん、林 万里さん 夫妻

日　時：令和４年１月16日(日)　午後２時～３時30分　
会　場：コミュニティながいずみ　ホール（定員90人）
テーマ：「周りの目なんて気にしない、私たち夫婦のルール」
　　　　トランスジェンダーである優樹さんの経験や職場の環境、家族
　　　　の理解、夫婦のエピソードなどをお話しいただきます。
講　師：林 優樹さん、林 万里さん　夫妻

日　時：令和４年２月17日(木)　午後６時30分～８時
会　場：コミュニティながいずみ　学習室（定員30人）
テーマ：「いろいろな家族の“カタチ”、パートナーシップ制度の考え方」
講　師：静岡大学情報学部長　笹原　恵　教授

各講座５日前まで※定員に達し次第、受付を終了します。
電話またはＦＡＸ・Ｅメールで【氏名（ふりがな）・住所・電話番号・受講希望
の回】を連絡し、お申込みください。

第１回

について考える

第２回

第３回

［申込期間］
［申込方法］

［問い合わせ］生涯学習課：住所／〒411－0943  下土狩 1283－11 コミュニティながいずみ内
　　　　　　電話／986－2289　FAX／988－7802　Eメール／syogai@town.nagaizumi.lg.jp
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生涯学習課：住所／〒411－0943  下土狩 1283－11 コミュニティながいずみ内
　　　　　　電話／986－2289　FAX／988－7802　Eメール／syogai@town.nagaizumi.lg.jp

［問い合わせ］
［発　　　行］長泉町教育委員会生涯学習課

vol.182令和３年12月１日

生涯学習だより
「楽しく学ぶ」 を応援します！



第37回少年の主張大会が開催されました第37回少年の主張大会が開催されました

大会後にインタビュー大会後にインタビュー

各校代表者の発表内容各校代表者の発表内容
※以下は発表内容の一部を掲載しています。詳細は町ホームページをご覧ください。

▲町ホームページ

　世界では９人に１人が栄養不足だと言われている一
方で、最近「食品ロス」が大きな問題となっています。お
かしいと思いませんか。その解決策を考える中で、私は
「食品ロス」がなくならないおそろしい未来を想像して
しまいました。「食品ロス」が増え、二酸化炭素が大量に
排出され、環境がボロボロになれば、食料をめぐる争い
さえ起こるかもしれません。一刻も早くたくさんの人に
現状を知ってもらい、「食品ロス」に対する考え方を変え
ていくべきだと思います。

　10月３日（日）、コミュニティながいずみで「第37回少年の主張大会」が開催され、町内の小・中・高校生の各校代表者
１名が、日ごろさまざまな視点で考え、感じている思いを発表しました。本大会は、その思いを広く町民の皆さんに受け止
めていただき青少年に対する理解を深めること、そして青少年の健全な育成を図ることを目的に、毎年開催をしています。
　今年度は新型コロナウイルス感染拡大の影響により、来場者を制限して開催しました。通常開催の場合は、どなたでも
ご来場いただけますので、その際はぜひ会場までお越しいただき、児童・生徒の思いを直接お聴きください。

　発表を終えた児童・生徒たちは、「やりきった」という満足そうな表情を浮かべていました。たくさん練習を重ね、大きな場で
自分の思いを発表し、また他の発表者を見て聞いて刺激を受けることで、今後の活動のやる気にもつながったようです。

　「多くの人の献血によって、私の命は助かったんだ
よ。」母が私を産んだ時、母の命が本当に危険な状態に
なったそうです。今、こうして家族で暮らしているこ
とは、当たり前のことではないのです。みなさんは、日
本が献血をする人が少ないという大きな問題を抱え
ていることを知っていますか。みなさんの協力を必要
としている人がたくさんいることに気づいてほしい
です。母の命を助けてくれた感謝を忘れず、今度は私
が患者さんの気持ちに寄り添える医者になります。

　目を疑いました。いつも行く公園にあったバスケット
ゴールが無くなっていたのです。聞くと、マナーを守ら
ない人たちがいて、対策を取っても改善されなかったた
め撤去したそうです。僕にとっては楽しい練習場でした
が、近所の人にとっては迷惑だったかもしれません。そ
こで僕は、自分の意見を主張するだけでなく、いろいろ
な人の意見を聞くことの大切さに気付きました。
　選挙権を持つまであと６年。それまでに僕は、いろい
ろな立場の意見を聞き、本当にみんなのためになること
は何か考えられる人になりたいです。

　「水泳が嫌いなら、もうやめなさい。」姉の言葉
は、私の心を奮い立たせ、勇気を生み出す大きな力
となりました。しかし、言葉はその力が大きいがゆ
えに、時に人を傷つける凶器にもなり得ます。想像
してみてください。自分が発した何気ない言葉に
よって、誰かが、自らの人生を終わらせようとして
いるとしたら？言葉には魂が宿ります。自分が発
する言葉には、大きな力があることを忘れてはい
けないのです。さあ、ここから始めましょう。まず
は、あなたの、その一言から。

　日本では、高齢者に対する思いやりのない言動によっ
て、高齢者虐待や高齢者差別、エイジズムといった問題
が発生しています。私たちは、これらの問題を解決し、全
ての人がいきいきと生活できる社会を作っていかなけ
ればなりません。そのためにも、高齢者に関する現状を
幅広い年代の人たちに伝え、思いやりの気持ちを持って
人と接することが大切です。私も誰かを傷つけてしまう
ことがないよう、普段から相手がどんな気持ちになるか
を考えるようにしていきたいです。

　皆さん動物（ペット）との関わり方をどの様に感じ
ていますか？私にとってペットという存在は、癒しを
与えてくれるかけがえのない存在です。しかし、
ニュースやネット記事では時折「動物虐待」の文字を
見かけ、怒りや悲しみが湧いてきます。可愛いという
気持ちのみで動物を飼うべきではありません。動物虐
待については、もっと重要視されるべきです。多くの
人にその現状を知ってもらい、動物が幸せに暮らせる
世の中になる日を、切に願っています。

中高生の発表を聞いてどうでしたか？

感情が伝わってきて、内容もわかりやすかったです。
自分が小学校６年生の時、こんなにしゃべれていないと
思います。小学生の子達に圧倒されてしまいました。

井坂さん：（おうちの人が)頑張ってね！って応援してくれました。
加藤さん：(お友達が)最後まで本当に見に来たいと言ってくれました。

学校生活でいろいろな経験をする中で、言葉は誰でも使え
ますが、使い方によっては人を救うか傷つけてしまうという
二面性があることを伝えたくて。こんなに大きな場で話さ
せてもらえ、多くの方に伝えることができて良かったです。

『「食品ロス」を
　　　減らすこと』
長泉小学校６年 井坂 恵理 さん

北小学校６年 山本 航至 さん

北中学校３年 岩本 理沙 さん

長泉中学校３年 大沼 優希 さん

知徳高等学校３年 新津谷 奏音 さん

南小学校６年 加藤 あおい さん
『私の進むべき道』

『伝え合う大切さ』

『思いやりの
　　気持ちを持って』

『言葉の力は
　　　巡っていく』

『動物虐待について』

届け！私たちの思い！届け！私たちの思い！

岩本さん：
新津谷さん：

加藤さん：発表の仕方が私と全然違っていて、すごかったです。
山本さん：抑揚の付け方がとても上手で、びっくりしました。

大沼さん：

Ｑ.

おうちの人やお友達は何か言ってくれましたか？Ｑ.

どのような思いで発表しましたか？Ｑ.

小学生の発表を聞いてどうでしたか？Ｑ.
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